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１　はじめに
　「鶯や十戸の村の能楽堂」の句は大町桂月が大
正13年、羽茂本郷で詠んでいる。この句には佐
渡島内の「どんな小さな村にも能楽堂がある」と
の意味が込められているものと思う。
　このように他郷の人から見ても佐渡には庶民
が共に楽しみ過ごせる空間が存在していたので
ある。それが建造物・芸能・史跡等、各種文化財
に代表されるように脈々と現在にも息づいてい
るのである。
　『越佐大観』（大正5年）では外海府の景観を「大
なる岩や不思議の窟など種々にて、始めには目を
驚かすも、後は厭う心地す。都で唐絵の山水を見
るがごとし…」と評している。また、前浜海岸の
様子を「…竹林を産すること多く、また、まれに
榧の巨木を出すことあり、またその付近より、赤
玉と称する血色の石塊を産し…」と自然豊かな有
様を伝え、古代、朝廷において儀式に用いる蚫も
この地の産物であることも伝えている。
　佐渡にはこのように数多くの文化財あるいは
それに匹敵するモノが存在していることは古く
から知られている。
　多くの離島が農業生産物に不安を残している。
しかし、佐渡は離島でありながら米は自給可能で
あった。江戸時代の金山景気で人口の社会増が著
しかった一時代を除いて、現在に至るまで自給で
きていたのである。米に限らず農産物は全般にわ
たって安定しており、本土と変わらない様相を呈
している。
　島の特色である対馬海流に沿岸部が覆われる
年較差の小さい気温、温和な気候である。一方、
金北山に代表される様に1000mを越える山岳を
擁するため、植物の垂直分布も見られ、幅広い植
物層が観察できる。植物層も豊かである。佐渡島
はおよそ数十万年前の第二間氷期に本土と切り
離された関係で佐渡特有の生物も観察できる。
　佐渡における人類の痕跡は縄文時代早期（B.C. 
7000年頃）に確認できる。この頃、既に舟を操り、
本土との往来も自由であった。海は障害ではなく、
広い範囲と交流するための空間でもあった。こう
して、佐渡に居住する人々は越後だけでなく、東
北・北陸とも交流していた可能性がある。陸上で
の隣接地域との交流とは異なる広範囲に渡る影
響があったと考えられる。交流の範囲は近世の北
前船と同様である。縄文時代の土器は越後の影響
は当然として、東北・北陸の影響も見られる。ま
た、佐渡独特の土器も誕生する。例えば縄文時代
後期垣ノ内出土の土器は器形、施文手法として貝
殻条痕の利用等は各地方の影響を受けながら佐
渡独自の土器を成立させたと考えられる。これは
縄文時代後期前半でB.C.1500年頃の様子である。
弥生時代には佐渡特産の赤玉（鉄石英）、碧玉を
素材に管玉類の生産を国仲平野、当時の汀線付近
を中心に生産が行われる。製作技術は山陰地方か
ら受容したと考えられている。原石採集から管玉
製作の全行程が現在も確かめられる。これは紀元
前後のことである。当時の住人は重い原石を運ぶ
のではなく、小型化、軽量化した製品を大量輸送
の可能な舟を利用して本土の各沿岸の交易拠点
へ移送していた。多分、輸送用の舟は国仲の生産
地から外洋に出るに当たって内陸用から外洋用
へと乗り継ぎをした可能性はある。これは、現在
の I・C部品と同様に小さく軽く大量輸送が可能
で、商品価値の高い製品は遠隔地であってもその
存在意義を失わない点は共通する。当時、玉の原
石産地である佐渡には、玉生産の専門技術者が育
　「佐渡」指定文化財の現状と課題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐渡市文化財保護審議会委員
中島栄一  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　   新潟県文化財保護審議会委員
　「佐渡」指定文化財の現状と課題
ー 28ー
成・伝承されていた可能性がある。その原石、鉄
石英・碧玉の産地は赤玉地区、藤津川流域、小倉
川流域等にあり、玉類生産地は原産地の各河川、
下流域に広がる。前者は金井地区の各玉生産関連
遺跡であり、後者は新穂・畑野地区の各玉生産関
連遺跡である。
　玉類生産と同様の事例に9世紀頃須恵器生産
で、良質の粘土を産出する小泊を中心に窯跡が築
かれて、段丘下に所在する天然の良港を活用して
製品を本土各地に移出されている様子が確認さ
れている。
　このように離島の特色を存分に発揮しての様
子も歴史は伝えているのである。現在も、先述し
ている様々な自然、人文現象が離島であるがゆえ
に良好に保存されている。佐渡のこの状況は大陸
に沿う日本列島とも重なる。佐渡は日本列島の縮
図なのかも知れない。
　以下、佐渡の文化財の現状と課題についてその
概略を述べてみたい。
２　佐渡市指定文化財の現状
　平成16年、新たに佐渡市が誕生した。律令時
代の一島一国以来、1200年を経て、一島一市と
なった。これにより、文化財行政も一元化が行わ
れた。その一環として各市町村単位で指定・保存・
管理されていた指定文化財も全て佐渡市の文化
財となった。その総数は213件であった。旧市
町村では文化財への対応も異なっていたため、佐
渡市教育委員会は旧市町村の現状を確認する必
要から全指定文化財の現状確認調査を行った。［図
1］
『佐渡市指定文化財現状確認調査報告書』（以下、
『報告書』）はその調査結果である。市町村別、種
別、指定別をグラフ、表で示した。［図2､ 3］
指定別では天然記念物が圧倒的に多く、次いで彫
刻、古文書、史跡である。これは県内の他市町村
と比べても天然記念物は際だっている。佐渡が緑
の文化財と称される樹木・草花が豊かに育まれ、
自然環境に恵まれている証左ともなろう。また、
古文書も多く残されている様子が伺われる。史跡
は大地に刻まれた人類の痕跡、即ち、貝塚・屋敷
図１　佐渡市指定文化財現状確認調査報告書
（有文）建造物
（有文）絵画
（有文）彫刻
（有文）工芸品
（有文）書跡・典籍
（有文）古文書
（有文）歴史資料
（有文）考古資料
（無文）工芸技術
（民文）有民
（民文）無民（芸能）
（記念物）史跡
（記念物）天然記念物
図２　佐渡市の指定文化財
① （有文）建造物 16
② （有文）絵画 11
③ （有文）彫刻 25
④ （有文）工芸品 13
⑤ （有文）書跡・典籍 9
⑥ （有文）古文書 24
⑦ （有文）歴史資料 11
⑧ （有文）考古資料 10
⑨ （無文）工芸技術 4
⑩ （民文）有民 15
⑪ （民文）無民（芸能） 14
⑫ （記念物）史跡 19
⑬ （記念物）天然記念物 42
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跡・城館・古代の役所・寺院跡等が含まれる。史
跡は埋蔵文化財包蔵地（遺跡）とともに開発が及
ぶと即刻破壊されるため、当時の様子を現在に留
めることは少ない。しかし、佐渡は大規模で広範
囲な開発が比較的少なかったため、大地への痕跡
を良く留めているのである。天然記念物と並んで
大きな特徴であろう。
　以上の通り、佐渡市指定文化財の現状からも佐
渡の特色の一端を明らかにすることができた。そ
れは、自然環境が豊かで、古くからの歴史、伝統、
文化を継承している様子が鮮明に表れている。文
化財指定の意義もまさにそこにあり、これらの文
化財を次世代へ伝えていく責務も我々に課せら
れているのである。
３　指定文化財の課題と今後の対応（国・ 
　県指定文化財も含め）
　『報告書』でも指摘されている通り、幾つかの
課題が存在する。以下、箇条書きにまとめると次
の様になる。
(1) 旧市町村の指定基準に各々違いがあった。
(2) 指定台帳が不備のため確認作業が困難。
(3) 文化財所有者の所在確認が困難。
(4) 無形文化財は伝承者の高齢化、継承者の不在。
(5) 建造物の破損、（例）床、屋根等。
(6) 史跡の指定範囲が不明確。
(7) 天然記念物は指定基準が曖昧である。
(8) その他、考古資料では同一遺跡から出土して
　いるのにもかかわらず、所有者の違いで指定。
　同様の例が工芸品に見られる。指定名称からど
　んな指定物件なのか推測できないもの等もあ
　る。
　以上、『報告書』から課題をあげてみた。これ
らの課題に次の様な対応が考えられる。これは
５.(2) で取り上げる「現在可能な文化財保護の活
動」とも重複する部分があることをお断りしてお
く。
　仏像、民俗文化財等の様に『報告書』確認作業
でも未確認の物件は再三の確認作業を要する。こ
れについては次の様な具体例がある。
　民俗芸能である小獅子舞は昭和 54年の調査
で海岸線に沿う8か所の集落に確認されている。
前浜に4か所、外海府に3か所、両津城腰に1
か所である。漁村集落は風俗・習慣・伝統を大切
にするところであるが当該集落において過疎化、
高齢化の波に飲み込まれている現状である。現在
実施されているかどうか確認がとれない。この
事実からも有形・無形の民俗文化財については記
録保存に努めるとともに伝承者の育成が急務と
なっている。伝承者の育成は教える人が健勝であ
り、教わる人が複数人必要である。両者が揃って、
伝承事業が成立する。保存会や地域の人に限定せ
ず地域外の人であっても興味・関心があり、意欲
のある有意な人々への伝承も考えなければなら
ない時代になっている、また、集団で行動するた
め、地域の連帯感、共通意識も重要である。これ
は小獅子舞に限らず民俗文化財一般に通ずる課
題でもある。
図３　佐渡市の指定文化財
両津市 19
相川町 32
佐和田町 31
金井町 21
新穂村 17
畑野町 6
真野町 21
小木町 18
羽茂町 23
赤泊村 25
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　指定物件は公開・活用の原則がある。その意味
からも指定物件は標識の設置、看板等、指定物件
の解説を付し、観光客等地域外の人々にも理解し
てもらう必要がある。また、史跡、天然記念物等
で範囲が定められている物件には境界杭を兼ね
た標識も必要であろう。
　天然記念物・名勝で多くの見学者が歩き廻るこ
とで指定物件の損傷を招く恐れのある物件の取
り扱いは留意されるべきである。
　国指定の名勝「佐渡海府海岸」、天然記念物と
名勝「佐渡小木海岸」は国内にも知られた景勝地
である。現在も重要な観光資源であり、多くの観
光客に感動を与えている。ところが海岸線が長く
複雑な入り江があることが逆にゴミの不法投棄、
無届けの工事、不法係留等、観光客に顰蹙を買う
例もあると聞く。対策としては現状変更による事
前指導とパトロールの徹底が重要であろう。それ
には文化財保護部局のパトロールは当然として、
他部局のパトロールも制度化する必要があるだ
ろう。文化財全般も考えた場合、所有者・管理責
任者等、あるいは近隣住民の協力も得たいもので
ある。また、文化財に興味・関心を寄せる各年齢
層の智恵・知識も活用し、文化財パトロールを実
効性にあるものにしたい。
　以上、課題と対応をあげたが、どれも簡単に解
決できる問題ではない。文化財は行政だけでなく、
文化財の所有者・所在する地域及び地域住民の理
解と協力抜きには成し得ない分野である。特に佐
渡を代表する観光地点が汚され、無断で現状が変
更されることは何としても解決しなければなら
ない課題であろう。それには開発部局との連携を
密に行い、事前に開発計画策定段階から教育委員
会（文化財保護部局）が協議に参加する原則を構
築したいものである。
４　指定文化財候補について（世界遺産の資
産を含め）
　平成20年 3月 31日現在、佐渡市に所在する
指定文化財は国・県・市を併せて、［表1　国・県・
市指定文化財一覧］の通りで、373件である。また、
佐渡市の国と県の指定文化財の所在地は［図４，
５］のとおりである。県内でも有数の文化財を有
する市である。佐渡の文化財は数字の上からも次
の様な特色があげられる。文化財の指定別では建
造物、彫刻、有形民俗、史跡、天然記念物が多い。
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 国 6 　 5 2 1 1 1 　 1 4 1 1 1 4 1 3 1 1 1 60 95
県 7 3 9 1 1 1 1 2 1 1 9 5 13 7 1 3 65
市 16 11 25 13 9 24 10 11 4 15 14 19 42 213
計 29 14 39 16 11 26 12 13 1 6 28 1 20 1 36 1 52 1 2 1 3 60 373
表１　国・県・市指定文化財一覧
※１（「平成 19年度　市町村文化行政の現状」新潟県教育庁文化行政課）より
　「佐渡」指定文化財の現状と課題
ー 31ー
概して天然記念物を除くと相川地区と南佐渡の
地域に多く所在する傾向が窺える。市指定文化財
が国・県の指定文化財より多数を占める例として
天然記念物がある。これは全て植物であり、島内
くまなく指定されていることは全島が、いかに自
然環境が豊かであるかの証明ともなろう。
　指定文化財候補は［表3　市指定文化財候補一
覧］で示す通り、全体で50件である。種別では
各文化財で現在指定されている文化財の補完的
役割を果たしているものと思う。もちろん、今後
も調査・研究の過程で指定文化財に加えなければ
ならない物件はまだまだ相当数存在するであろ
う。その中から数例紹介してみよう。
○有形文化財　歴史資料・史跡
　屋敷絵図を所有するお宅が絵図に描かれてい
る場所に居住している例である。絵図は中門造り
表２　未指定文化財のうち世界遺産の資産候補一覧
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48
※
3
2 1 6 2 1 2 1 2 1 18
※２（「金と銀の島・佐渡－鉱山とその文化－　世界遺産暫定一覧表記載資産候補物件提案書
　　新潟県・佐渡市　平成 18年 11月）より
※３（「指定等により保護措置が図られるべき文化財　佐渡市教育委員会　平成 20年 7月資料）
　　（平成 20年 7月 4日　佐渡市文化財保護審議会配布資料）より
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表３　市指定文化財候補一覧（表２に含まれていないもの）
※４（「市指定文化財候補物件指定に係る今後の方針　佐渡市指定文化財候補一覧　佐渡市教育委員会」平成17年 6月）より
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の屋敷（館）が壕に囲まれる中に所在する、中世
（15世紀末）の姿をそのまま伝えている。この壕
の存在は発掘調査で確かめられている。屋敷と関
連する山城が判明すればより重要度が増すであ
ろう。絵図（指定済）と共に屋敷地も史跡に指定
を検討すべき例であろう。
○天然記念物
　江戸時代、代官所の管理する御林があった。川
茂の杉御林、椿の御林が赤泊と小布勢に榧の御林
が徳和にあったと伝えられている。それだけに現
在も美林を保っているわけである。どんな意味か
ら保護される林であったのか、考えなおすために
も保護したいものである。ただ、植物類は指定に
よって、むしろ荒廃する例もあり、どこまで情報
を伝えるべきか、どのような保護の方法があるの
かも含め要検討事項なのであろう。
○有形文化財　考古資料・史跡
　［表　３］の指定候補にあがっている「堂の貝
塚」は国立博物館監修の『日本の美術　№190
　縄文時代Ⅱ』をはじめ多くの書籍に採り上げら
れ全国的にも知られた貝塚である。これは屈葬男
性熟年人骨に伴って13本の石鏃が頭部・身体に
沿うように副葬されていたことが大きい。13本
の石鏃は葬られた男性が死亡した直後に赤色系、
白色系の石材を選択し、丁重に作りあげたもので
ある。当時の人々の死者への心遣いが推し量れる
資料で、イタチザメの垂飾品も身に付けていた。
遺跡及び出土した副葬品はもちろんであるが現
在、新潟大学に所蔵されている人骨も指定してこ
そ意義があると思う。
○有形文化財　歴史資料・彫刻
　佐渡のどこを歩いても石仏に出逢う。庶民信仰
の代表的な石仏は集落あるいは寺院、墓地に分布
している。石仏の分布を辿ると今は失われた集落・
寺院へと結び付く可能性がある。保護の目を向け
たい物件の一つである。
○有形文化財　考古資料
　新穂地区で発見された竹ノ花遺跡出土資料に
は玉作に不可欠な工具である石針が管玉の中に
挿入されている状態で発見された。石針が穿工具
であることを証明できる貴重な資料である。時代
は弥生時代中期、今から2000年程前に当たる。
○有形文化財　考古資料
　同じく新穂地区の蔵王遺跡では、礎板を持つ建
造物、枕木を持つ建造物が検出された。後者には
青銅製の内行花文鏡等が出土しており、儀式に用
いられた建物群が推定されている。［図６］時代
も杉材から290年代の用材として推測され、弥
生時代末から古墳時代前期に該当する時代であ
ろう。卑弥呼の活躍する時代も佐渡は当時の社会
情勢を的確に受容している様子を示す資料とも
なろう。
○有形文化財　考古資料・史跡
　外海府石花川河口に近い馬場遺跡は帯金具、鉄
滓、土師器、須恵器の他、馬歯、佐渡には生息
していないシカの角等も出土した。時代は8世
紀頃が遺物から推定される。この頃、『続日本紀』
によれば孝謙天平勝宝4年（752）渤海使が来島
の記録がある。この地に独特の祭礼が行われてい
る有様が出土した遺構・遺物から推測されてい
る。奈良時代の歴史事実と考古資料が結びつく可
能性のある遺跡である。
　世界遺産の資産候補として、「表２　未指定文
化財のうち世界遺産の資産候補一覧」のとおり、
48件があげられている。世界遺産の資産は少な
くとも何らかの保護措置が講じられる指定文化
財の網に入っている必要がある。しかし、現在、
資産候補でありながら未指定文化財が48件もあ
る。この中には、史跡、天然記念物、伝統的建造
物群、文化的景観が多数を占める。これらは土地・
家屋等面積的に広さが求められ、それぞれの所有
者が複雑にわたり、しかも島内に居住していない
所有者の存在も推測できる。文化財への指定には
所有者・地権者への同意が前提となっている。こ
れらの物件は慎重な計画に基づいて所有者への
充分な説明と理解を得ることが最重要な課題と
なろう。それ以外の物件は早急に国・県・市の何
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れかの指定文化財等に指定する必要に迫られて
いる。
５　「豊かな佐渡」実現へ向けて、文化財
　の役割
(1)　「佐渡歴史文化構想について」
　平成20年度、佐渡市文化財保護審議会の席上
において、「佐渡市の文化財保存活用推進体制」
の文書が配布された。それによると市全域の文化
財群の総合的な保存活用は「歴史文化基本構想」
に依ることになっている。
　歴史文化基本構想は文化財保護審議会、歴史文
化資産群保存活用検討委員会の指導を得ながら
実施するとされている。その中には次の様な具体
的方策が示されている。
① 歴史文化資源の総合目録の作成
② 文化財の指定・登録等の推進
③ 歴史・文化資源保存・活用のための計画立案
④ 計画立案・事業推進のための庁内体制の確立
⑤ 博物館・資料館による情報の共有、発信
⑥ 市民、NPO、行政職員の育成
⑦  「文化ツアーリズム」を実現する現地ガイダン
　スの整備
⑧ 財源確保を目的として「佐渡トラスト（仮称）
　の整備」が挙げられている。
　現段階では筆者の属する文化財保護審議会の
果たすべき役割は必ずしも明確ではないが、その
構想は評価されるとともに、「豊かな佐渡」実現
に向けて大いに期待されるところである。
　今回、示された具体的方策について若干の考え
を述べてみたい。
　①については市指定文化財でも記した如く、［表
　1］で示した一覧表を基礎に全指定文化財の「台
帳」を整備することに尽きる。これには指定物件
の状況はもちろん、保存・保管場所を示す地図、
現況を示す写真も不可欠となろう。
　②の指定・登録の推進については、５(2)「現
在可能な文化財保護活動」の⑦で述べる。
　③・④の保存管理計画ついてだけでなく、面的
な指定・登録物件については長期計画が必要とな
る。保存管理計画は全ての文化財について立案が
必要となる。緊急度の高い物件から順次計画する
べきであろう。もちろん、計画立案には庁内の共
通理解が欠かせない。強い権限を有する組織で庁
内横断の組織が必要であろう。
　⑤の情報等の発信は市民が理解し、価値を共有
できる取り組みが重要で市民抜きには成立し得
ない事業であることを忘れてはならない。専門ス
タッフを設置する必要もあるだろう。
　⑧の財源については財源があって、はじめて事
業計画が可能になる例が大半である。庁内で「文
化財予算は聖域」と言われる程の取り扱いを受け、
さらに「トキ基金」の様な別枠基金を所持できれ
ば大きな力となろう。
　以上、「歴史文化基本構想」のについて述べて
きたが、次に現在実行可能な文化財保護の活動に
ついて触れてみたい。
(2)　「現在、可能な文化財保護の活動」
　基本構想が誕生するまでには未だ時間を要す
る可能性がある。そこで、今すぐ、文化財保護の
取り組みとして可能な事項を幾つかあげてみよ
う。もちろん既に実践済み、あるいは取り組み中
のものも含まれていると思うが御寛容願いたい。
① 国・県・市各々の指定文化財台帳の作成
　これは「基本構想」具体的方策①とも共通する
　ものである。台帳は国・県・市指定文化財を一
　元的に管理し、同一型式の台帳を使用すること
　が望ましい。また、世界遺産の資産候補も同様
　の取り扱いが必要であろう。
② 文化財の所在地に標識、説明版の設置
　広範囲に及ぶものについては、境界杭の設置、
　これによって、市民、観光客への文化財への解
　説の役割も果たせる。
③ 埋蔵文化財包蔵地にも必要に応じて、標識、  
　説明版の設置をする。
④ 市内に分布する世界遺産の資産、指定文化財、
　埋蔵文化財包蔵地を一括する地図を作製、全庁
　内に配布、島内の各地域にも配布。
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⑤ ④の地図（文化財散策マップ等と呼称）を積
　極的に活用、文化財カレンダー（仮称）も製作、
　例えば、月別に民俗文化財の公開期日、能舞台
　の演能日、神社祭礼等と食べ頃の食材、旬の季
　節と景勝地の見学日和等を組み合わせたもの
　等である。
　　文化財は公開の原則がある。一定の期間を設
　定して建造物、彫刻、史跡、民俗文化財芸能、
　能舞台等、分野別に公開する。これも文化財カ
　レンダーに登載する。専門知識のある案内人が
　同行できれば参加者の向学心、探求心を駆り立
　てる効果が期待できる。文化財の公開を通して
　文化財の情報を多くの人々に伝え、文化財保護・
　愛護の精神を醸成することにも繋がると思う。
⑥ 余暇の増大、老齢人口の増加、目的が細分化
　した旅行への留意が必要である。佐渡はどんな
　目的にも対応可能である。歴史、考古、民俗、
名勝、　樹木、草花、山岳、食材等がある。必要
に応じ　て専門性の高い人が案内、先導する。筆
者の経　験では関西地区から仏像を探訪、関東地
区から　考古学の遺跡、遺物探訪、何れも喜ばれ
ている。　どちらも2泊 3日、参加者はもう一
度訪ねて　みたいとの感想であった。やはり、目
的とは別　に食があり、途中の景勝地も大きな魅
力となっ　ている。参加者は何れも60代以上、
難点は旅　行代金の高いことである。
⑦ 登録文化財の導入について
　国指定文化財・県指定文化財の指定を得るため
　には幾つかの関門がある。国・県の調査官、職
　員による現地調査、調査報告書等による厳正な
　評価、また、文化財所有者の同意等がそれに該
　当する。これらの書類を完成するまでに相当の
　年月が必要となっている。文化庁でも平成8年
　に文化財保護法の一部改正で「文化財登録制度」
　が発足している。これは先述の指定文化財指定
　制度よりも緩やかに、しかも迅速に対応するこ
　とが目的となっている。当初は建造物を中心と
　する有形文化財が中心であったが、現在は民俗
　文化財、記念物にも及んでいる。
　佐渡市も世界遺産への登録を控え、資産の保護
措置への早急の対応に迫られている。それを受け、
佐渡市独自の登録制度、もちろん国の登録制度に
準拠する型式で実施してみたらどうであろうか。
主旨は市内に所在する文化財のうち、保存及び活
用のための措置が必要と認めるものを佐渡市登
録文化財として佐渡市文化財登録台帳に登録す
る制度である。所有者や管理団体への優遇措置と
して、市住民税の軽減や市管轄の博物館・美術館
等の年間招待券を提供すること等が考えられる。
　これは佐渡市指定文化財を補完するものであ
る。これによって、世界遺産関連の資産は保護措
置が進展すると思うのである。早急に成案とし、
文化財審議会への諮問し、実現して欲しいもので
ある。
６　おわりに
　島影が視野に入り、島の形が目視できるように
なると、樹木の繁茂する島が次第に大きさを増し
てくる。海岸線まで樹木が迫っている場所もあ
る。佐渡は樹木、草花に覆われた緑豊かな島であ
る。この島は原始時代から現代まで人類の足跡を
辿ることができる。人々の生き様、喜怒哀楽を伝
える民俗芸能等も数多く伝承されている。海・山・
里と食材も豊かだ。
　羽茂絞張に「しめばり山荘」がある。ここは
TV・ラジオ等、文明の機器は無縁である。絞張
出身の建築主は退職金を叩き、地元の建築資材を
用い、梁、桁、柱、壁、屋根材等、全て昔ながら
の伝統的手法で建設した。極めつけは窓枠、外壁、
濡れ縁である。アルミサッシ等は一切用いていな
い。建築した職人は地元羽茂の住人である。まさ
に地産で築き上げた山荘である。建築主はそこに
居住していない。この環境を愛でる人々に利用し
てもらい、本人は心から楽しんでいるのである。
島内外の人々はもちろん、外国の人も宿泊してい
ると聞く。宿屋ではないので、食料を持参してで
ある。ここには佐渡人の暖かなぬくもりが伝わっ
てくる。格別、ＰＲもしていないが利用者がある
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と言う。当然だと思う。周囲は里の樹木、少し歩
けばわら加工の絞張馬が迎えてくれる。その周囲
には棚田が拡がり、竹林も育っている。様々な催
し、仕掛けが僻村の山荘から発信されている。こ
こには絞張居住の人々全員の応援がある。そこで
食べる「十割そば」は格別だ。囲炉裏を囲んで青
竹に酒を満たし、炭火であぶった魚、山菜の煮物、
肴には事欠かない。肴は何れも山荘の周囲からの
食材によってのもてなしであり、建築主の応援部
隊の差し入れも大きい。
　森林が破壊されると文明が滅びると言う。佐
渡は未だ豊かな自然が多く残されている。「トキ」
はその代表であろう。また、自然を愛しみ、他
ひ と
人
をもてなす人々の心がこの島に宿っている。
　自然に立脚した歴史と文化の保存・活用は述べ
てきた通りである。それ以上に自然をいとしみ
他
ひ と
人を思いやる人々の存在こそが佐渡のかけが
えのない財産だと思うのである。
【引用文献】（順不同）
・相川町教育委員会、1983、『馬場遺跡』
・伊藤邦男、1998、『佐渡　巨木と美林の島』
・金井町教育委員会、1977、『堂の貝塚』
・金井町教育委員会、1987、『藤津城跡』
・金井町教育委員会、1979、『佐渡　金井町史』、
　金井町史刊行委員会
・北見継仁・本間裕亨（新潟県石仏の会　編）、　
　2002、「佐渡編」、『越後・佐渡　石仏の里を歩
　く』、高志書院
・計良勝範・本間信昭、2004、「玉作研究の現状
　と課題　佐渡島」、『日本玉作大観』、吉川弘文
　館
・坂井秀弥、1988、「越後・佐渡における古代土
　器生産と流通」、『シンポジュウム　北陸の古代
　土器研究の現状と課題』
・佐渡市教育委員会、2007、『佐渡市指定文化財
　現状確認調査報告書』
・田中圭一、1974、『佐渡－金山と島社会』、日
　本放送出版協会
・土肥　孝　編、1982、『日本の美術　№190　
　縄文時代Ⅱ（中期）』、至文堂
・新潟県教育委員会、1980、『佐渡の小獅子舞』
　無形の民俗文化財第5集
・新穂村教育委員会、1981、『垣ノ内遺跡』
・新穂村教育委員会、1998、『新穂村玉作遺跡群
　村内遺跡発掘調査の概要』
・西村駿次　編、1916、『越佐大観』、越佐会事
　務所
・若井三郎、1978、『佐渡の能舞台』、新潟日報
　事業社
・寺村光晴、1990、「「タマの道」ータマから見
　た弥生時代の日本海ー」、『日本海と北国文化』
　海と列島文化Ⅰ、小学館
・新潟県教育庁文化行政課、2008、『平成19年
　度市町村文化行政の現状』、※１
・新潟県・佐渡市、2006、『金と銀の島・佐渡－
　鉱山とその文化』　世界遺産暫定一覧表記載資
　産候補提案書、※２
・佐渡市教育委員会、2008、「指定等により保護
　活用が図られるべき文化財」、平成20年度　
　佐渡市文化財審議会配布資料、※３
・佐渡市教育委員会、2005、「佐渡市指定文化財
　候補一覧」、平成17年度　佐渡市文化財審議
　会配布資料、※４
　（※印は一覧表に使用）
　「佐渡」指定文化財の現状と課題
ー 36ー
図４　佐渡市内にある国指定文化財
広範囲で指定を受けている文化財
範囲を指定できない文化財
№ 名                       称 種別 № 名                       称 種別
1 蓮華峰寺弘法堂
重要文化財
35 佐渡の人形芝居
記録作成等の措
置を講ずべき無
形民俗文化財の
選択
2 蓮華峰寺金堂 36 五所神社の御田植神事
3 北條家住宅 37 白山神社の田遊神事
4 小比叡神社（本殿、鳥居） 38 正月行事
5 妙宣寺五重塔 39 ドブネの製作工程
6 蓮華峰寺骨堂 40 田植に関する習俗
7 木造阿弥陀如来坐像 41 越後、佐渡のいらくさ紡織習俗
8 木造聖観音立像 42 盆行事
9 木造薬師如来坐像
43 佐渡市宿根木伝統的建造物群保存地区
重要伝統的建造
物群保存地区の
選定10 木造十一面観音立像
11 金銅聖観音立像
44
蓮華峰寺
大門、地蔵堂、密厳堂、護摩堂、仁王門、鐘楼堂、
経蔵、八角堂、八祖堂、東照宮、台特院御霊屋、
御霊屋覆屋、無名橋、唐門、客殿、独鈷堂
登録有形文化財
（建造物）
12 銅鐘
13 銅鐘
14 日蓮聖人筆書状
45
喜八屋旅館
旧館、裏三階、石蔵15 日野資朝筆細字法華経
16 佐渡新穂玉作遺跡出土品　
46
旧相川拘置支所
事務所棟、炊事・倉庫棟、居房棟、事務所門及び
塀17 無名異焼（各個認定） 重要無形文化財
18 船大工用具及び磯舟
重要有形民俗
文化財
47
世尊寺
本堂、書院、表門、長屋門、赤門、宝蔵、家財蔵19 南佐渡の漁撈用具
20 佐渡海府の紡織用具
48
森医院
主屋、病院棟、味噌蔵、家財蔵、納屋、外便所、門、
中門21 北佐渡（海府・両津湾・加茂湖）の漁撈用具
22 佐渡の人形芝居（文弥人形・説教人形・のろま人形）
49
北條家
長屋門、米蔵、家財蔵、味噌蔵23 佐渡の車田植
24 小木のたらい舟製作技術
50
佐渡鉱山
旧佐渡鉱山大立竪坑櫓、大立竪坑巻揚室、道遊坑、
間ノ山下アーチ橋、間ノ山上アーチ橋
25 佐渡国分寺跡
記念物
26 長者ヶ平遺跡
27 下国府遺跡
51
長谷寺
本堂、庫裏、護摩堂、鐘堂、廻廊及び札所、中之藏、
米藏、社務所、味噌蔵
28 佐渡金山遺跡
29 佐渡海府海岸
記念物
30 小木の御所サクラ
52
本光寺
本堂、鐘楼、大門、塀31 佐渡小木海岸
32 平根崎の波蝕甌穴群
33 羽吉の大クワ
34 トキ
　「佐渡」指定文化財の現状と課題
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№ 名                       称 種別 № 名                       称 種別
1 小比叡神社拝殿
有形文化財
37 花笠踊
無形民俗文化財
2 長谷寺五智堂 （附　棟札２枚） 38 白山神社の田遊神事
3 慶宮寺八祖堂 （附　厨子１基） 39 羽黒神社のやぶさめ
4 大日堂 40 五所神社の御田植神事
5 菊地家住宅 （附　棟札１枚） 41 佐渡の大神楽舞楽
6 木崎神社本殿 42 新穂玉作遺跡
記念物
7 大蓮寺山門 （附　棟札３枚） 43 羽茂城跡
8 紙本金地着色洛中洛外図屏風
44
小泊須恵器窯跡群 （追加指定 ・ 名称変更　平成
17.3.25）9 翁三番叟絵扁額、 三十六歌仙絵扁額
10 三十六歌仙絵扁額 45 相川鉱山遺跡 ・ 鎮目市左エ門墓
11 木造阿弥陀如来立像 46 藤塚貝塚
12 木造十一面観音立像 47 真野古墳群
13 木造不動明王立像 ・ 木造矜羯羅童子立像 48 岩屋山石窟
14 能面翁 （白色尉 ・ 黒色尉） 49 台ヶ鼻古墳
15 銅造観世音菩薩立像 50 浜端洞穴遺跡
16
木造阿閦如来坐像 ・ 木造宝生如来坐像 ・ 木造阿弥
陀如来坐像・木造不空成就如来坐像 （五智如来の内）
51 新穂城跡
52 下畑玉作遺跡
17 木造金剛力士立像 53 青木城跡
18 神事面べしみ 54 小川台場跡
19 木造金剛力士立像 55 村雨のマツ
20 鍍金装笈 （本尊五仏）　　附　錫杖及び数珠 56 熊野神社社叢
21 大般若経 57 乙和池の浮島及び植物群落
22 川上家文書 58 杉池の広葉樹林
23 北條家医学関係資料 59 長谷の三本スギ
24 佐渡鉱山関係施設等設計図　一括 60 長谷の高野マキ
25 佐渡奉行所跡出土品　一括 61 豊岡のビワ群落
26 佐渡鷺流狂言
無形文化財
62 台ヶ鼻
27 佐渡の蠟型鋳金技術　 63 佐渡の小獅子舞
記録作成等の措
置を講ずるべき
無形民俗文化財
の選択
28 人形首 （説教人形、 のろま人形）
有形民俗文化財
64 越後 ・ 佐渡の三斎市 ・ 六斎市
29 佐渡本間家能舞台 65 新潟県の昔話伝承者
30 佐渡諏訪神社能舞台 66 越佐の小正月行事
31 佐渡諏訪神社能舞台 67 新潟県の作神信仰
32 佐渡羽黒神社能舞台 68 新潟県の若者組
33 佐渡牛尾神社能舞台 69 佐渡の卯の日祭り
34 佐渡熊野神社能舞台
70 佐渡茅葺職人 （屋根葺）
県選定 ・ 保持者
認定35 佐渡大膳神社能舞台　１棟、 附　旧鏡板１面
36 佐渡草苅神社能舞台
図５　佐渡市内にある県指定文化財
広範囲で指定を受けている文化財
範囲を指定できない文化財
　「佐渡」指定文化財の現状と課題
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珠文鏡出土地点
銅鏃出土地点
内行花文鏡出土点
銅鏃（長さ 2.5㎝、幅 0.7㎝、厚さ 0.4㎝、重量 1.3g）
図６　蔵王遺跡　枕木を持つ５号掘立柱建物跡　平面図・断面図
珠紋鏡（欠損 6.4㎝、重量 2.5g）
内行花紋鏡（面径 10.8㎝、重量 119.1g）
